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・はじめに、前期の決算概要についてご報告いたします。
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・売上高は、チルドカップ飲料や業務用食品が好調に推移したことに加え、連結
子会社の増収が寄与し、増収となりました。

・利益面では、原材料・原料乳価格の上昇など、厳しい経営環境にありましたが、
製造経費の合理化を中心としたローコストオペレーション、販売促進費の削減な
どにより、営業利益、経常利益とも増益となりました。

・一方、当期純利益につきましては、生産体制効率化のための工場統廃合の減損
損失や工場再編費用を特別損失に計上しました。加えて、3月に復興特別法人税
の1年前倒し廃止が確定し、それに伴う繰延税金資産の取崩しが3億円発生したこ
とにより、減益となりました。
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・単体での商品分野別・主要商品の売上実績です。

・強化育成分野では、ヨーグルトはギリシャヨーグルトパルテノやラクトフェリ
ンヨーグルトが大幅増となりましたが、ビヒダスブランドが減収となり、全体で
はわずかに減収となりました。チーズは、モッツァレラチーズを中心とした国産
ナチュラルチーズは好調に推移しましたが、構成比の高いスライスチーズがマイ
ナスとなりました。チルドカップ飲料は、発売20周年を迎えたマウントレーニア
が順調に拡大するなど、売上を伸ばしています。機能素材・健康食品は菌体粉末
の販売が順調に推移しております。

・また、利益額拡大分野では、北海道の浦幌乳業製造のクリームの販売量が増え、
業務用食品が前年を上回りました。冷菓は前年並み、宅配、チルド紅茶は前年を
下回りました。

・利益率改善分野においても、合計では前年を下回っておりますが、各商品群毎、
効率化を進めております。

・なお、単体の数値ではございませんが、子会社のクリニコが販売する流動食は
順調に売上を伸ばしております。さらに、海外事業におきましても、ドイツの子
会社であるミライ社の販売が好調だったことに加え、円安によるプラスも寄与し、
大きく伸ばしております。

・左下は、主力ブランドの販売状況です。
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・シェアの状況です。大きな変動はありません。
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・連結子会社の状況です。

・連結子会社全体では、連結消去前の単純合計とはなりますが、前期を4％上回
りました。先にご説明した通り、流動食事業を展開するクリニコ、ドイツで乳製
品の製造販売を行うミライ社の増収に加え、飼料（エサの）販売を行う森永酪農
販売、食品プラントなどの建設設備事業などを展開する森永エンジニアリングな
どの増収も寄与しております。
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・前期の経常利益ベースでの増減要因を示したものです。

・原材料・エネルギー価格の上昇、原料乳価格の上昇といった原料面でのコスト
増の影響が大きくありましたが、ローコストオペレーションや販売促進費の削減
などにより、18億円の経常増益となりました。
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・続きまして、今期の業績見通しについてご説明いたします。
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・前期に引き続き、特に原材料コストの面で厳しい経営環境が続きます。原材料、
原料乳で合わせて約80億円近いコストアップを見込んでおります。加えて、この
4月より消費税が引き上げられ、消費環境はますます厳しくなること予想してい
ます。

・売上の拡大、経費の効率化に取り組んでまいります。

・これからより具体的な対策をご説明いたします。
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・コスト上昇への取り組みです。

・初めに、原材料コスト上昇分に対する価格改定ですが、牛乳類と家庭用チーズ
につきましては、記載の通り、価格改定・容量変更を実施済みです。4月に加工
向け原料乳の取引価格が引き上げられましたが、業務用については既に値上げ交
渉に取り組んでおり、家庭用についても、さまざまな角度から現在検討を行って
いるところです。

・原材料の工夫は継続して取り組みます。コスト削減だけでなくリスクヘッジの
観点からも、従来の枠に捉われることなく、さまざまなサプライヤーとの取引を
進めています。また、調達時の物流コストの削減にも取り組んでまいります。

・販売促進費の効率化は、前期においても大きく進めることができましたが、今
期は一歩更に踏み込み効率化を進めてまいります。
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・強化育成分野、利益額拡大分野の売上計画です。

・ヨーグルトはビヒダス、アロエといった主力商品群はもちろん、その他ラクト
フェリンヨーグルトやギリシャヨーグルトパルテノなど、拡大を図ります。

・また、今期は強化育成分野に加え、利益額拡大分野にも注力し、厳しい経営環
境の中でも確実に利益を確保できるよう取り組んでまいります。
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・新たな市場ニーズへの対応を進めていきます。

・これまで首都圏のみで販売し、順調に認知拡大を進めてきたギリシャヨーグル
トパルテノは、今春より、中部、関西エリアでの展開を始めました。

・また、ドリンクヨーグルトの拡売にも努めます。既存品の販売強化に注力する
だけでなく、新たな商品の投入に向けて準備を進めております。

・昨年新たに採用したリキャップできる紙容器形態で販売している飲料について
は、市場で高い評価を受けておりますので、更なる商品展開を進めてまいります。
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・機能性素材の情報発信の強化にも努めます。

・ラクトフェリンについては、冬場のノロウイルス感染性胃腸炎との関連性だけ
でなく、夏場においても食中毒、O-157の発症抑制など、新たな情報発信を行い
ます。

・動物実験において、インフルエンザウイルスの感染軽減効果を確認しているモ
ラック乳酸菌は、加熱殺菌した状態でその効果が確認できたことから、生きた菌
を利用できない食品などへの応用も進めてまいります。

・ビフィズス菌BB536は、海外でも高い評価を受けており、国内外での販売強化
に努めてまいります。
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・ここまで、今期の取り組み事項について、ご説明いたしました。

・こちらは、今期の損益の計画です。売上高では6,050億円で57億円の増収、経
常利益では130億円で6億円の増益と計画しています。原材料コストの大幅上昇な
ど、厳しい外部環境に直面しておりますが、増益に向けて取り組んでまいります。
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・今期の経常利益ベースでの増減要因となります。

・経常利益では6億円の増益計画としています。
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・次に、足元の既存事業、経営基盤の強化から少し離れ、中長期的な成長戦略と
して、シニア向けアクティブライフ食品の展開、海外事業の展開についてご説明
いたします。

・まずは、独自素材、独自技術を活かした、アクティブライフ食品の展開につい
てです。
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・アクティブライフ食品は、シニア対象の商品として開発を進めてまいりました
が、シニアと一括りにはできない面があり、概ね健康面から当イメージの通り5
層に分けられると考えています。一番上が、アクティブ、アスリートと呼ばれる
健康・スポーツ向け、二層目がロコモやメタボなど一つ二つ健康に不安を持ちな
がら健康を維持されている方向け。三層目は栄養補助食品を常用している方向け
で、上の三層が健康を自らケアする方、すなわちアクティブライフ食品のター
ゲットとなります。

・なお、下の二層はケアが必要とされる方と考えています。いずれにしても、健
康的な状態を維持強化するということを目標として、カロリーの摂取、特に栄養
素の面では蛋白質の摂取に主眼を置いています。蛋白質の摂取によって、骨や筋
力、関節等の強化が期待されます。

・また、流動食、粉ミルク事業で培った知見から、ビタミンや鉄分などの有用成
分の摂取についても商品化を進めます。加えて、免疫、整腸、口腔ケア、病態別
としては高血圧、糖尿病、貧血等向けの補助食品として提供してまいります。

・一部商品を既に市場に提供しておりますが、新しい商品群として流通、小売業
とともに、売り場作り、市場作りが必要となります。さらに、シニアの方だけで
なく、女性、子どもにも摂取いただくための研究開発を進めてまいります。
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・続いて、成長市場への進出・原料調達基盤の強化についてご説明いたします。

・ドイツ・ミライ社は3月に新工場増設を発表しました。粉ミルクの主原料とな
るホエイ蛋白濃縮物、乳糖、乳蛋白、ラクトフェリンなどの乳原料をBtoBで拡販
することを目的としています。

・輸出事業、特に粉ミルクついては、アセアン諸国を中心に徐々に市場を広げて
おります。

・インドネシアでの粉ミルクの合弁事業は順調です。アセアン向けの生産拠点と
して考えています。

・菌末は旺盛な需要が続いておりますので、今秋稼働する森永北陸乳業の新製造
設備をフルに活かして国内外での市場の獲得を図ってまいります。
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・長期的に見ると乳原料の不足は明らかです。さらに、粉ミルクにつきましては、
アジア・アフリカを中心に市場の伸びが見込まれます。こういった背景をもとに、
ミライ社への投資を判断しました。
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・ミライ社の設備投資概要はこちらの通りです。需要伸長が著しい新興国での幼
児用栄養向けホエイ蛋白濃縮物、乳糖の生産を強化し、乳原料製品需要に対応す
るための原料調達基盤の確保をしてまいります。

・また、当社で保有する乳原料素材研究、製造プロセス等の技術を欧州で発揮で
きればと考えております。
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